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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】レゾルバ等の検出器をモータ等相手側機器に取
り付ける場合に、径方向の取付スペースを削減し省スペ
ース化することのできる、検出器の取付用構造を提供す
ること。
【解決手段】検出器の取付用構造５は検出器１を取付対
象機器９に取り付けるための構造であり、検出器１の内
側に設けられていて検出器１の外径から突出していない
。具体的には、検出器１の一端面に設けられた孔状構造
とすることができる。また、取付対象機器９には検出器
の取付構造５に適合する形態の対象機器側取付用構造８
が設けられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
検出器を取付対象機器に取り付けるための取付用構造であって、該検出器の内側に設けら
れており、該検出器の外径から突出していないことを特徴とする、検出器の取付用構造。
【請求項２】
前記検出器の一端面に設けられた孔状構造であることを特徴とする、請求項１に記載の検
出器の取付用構造。
【請求項３】
前記検出器がレゾルバであることを特徴とする、請求項１または２に記載の取付用構造。
【請求項４】
検出器が取付対象機器に取り付けられるための取付構造であって、請求項１ないし３のい
ずれかに記載の検出器の取付用構造と、該取付対象機器に設けられた該検出器の取付用構
造に適合する形態の対象機器側取付用構造とからなることを特徴とする、検出器の取付構
造。
【請求項５】
請求項１ないし３のいずれかに記載の取付用構造が設けられた検出器。
【請求項６】
請求項１ないし３のいずれかに記載の取付用構造が設けられたレゾルバ。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は検出器の取付用構造、検出器の取付構造、検出器およびレゾルバに係り、特に
、レゾルバ等の検出器をモータ等相手側機器に取り付けるに際して、取付スペースを削減
することのできる、検出器の取付用構造等に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の回転型レゾルバケースの固定方法として、レゾルバケースのフランジ部および溝
部に取付爪を掛け、取付爪をネジ止めする方法がある。
　図４は、従来のレゾルバの構造を示す半断面図である。また図５は、従来のレゾルバの
取付方法を示す部分的な断面図である。これらに図示するように、従来、レゾルバ４１を
モータ等相手側機器４９に対して取り付ける場合、レゾルバ４１の端面をモータ等４９の
フランジに当接させ、取付用の溝部４５を押さえ板４７で押さえた上でネジ４０によりネ
ジ止め固定する、という方法がとられていた。
【０００３】
　なお、レゾルバの取付構造に関しては、権利化されている例もある。たとえば後掲特許
文献１に開示された技術は、モータフランジに設けられた軸受とレゾルバケースとが直結
されることなく互いに離間していたために全長が長くなってモータの短軸化を計ることが
できなかったという問題を、モータフランジに設けられた軸受にレゾルバケースを当接さ
せる構造とすることによって解決したものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実用新案登録第２５４３１７３号公報「ブラシレスレゾルバ取付構造」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　さて、図４等で示した従来のレゾルバ取付方法では、取付用の溝部４５がレゾルバ４１
のケース４３の外径側に位置しており、これを押さえ板４７で押さえてモータ等相手側機
器４９のフランジに取り付ける構造であるから、レゾルバ４１を取り付ける相手側はどう
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しても、レゾルバ４１外径以上の径寸法でなくてはならない。つまり、レゾルバ４１の外
径を超える寸法の外径を有するモータ等４９にしか適用できず、径方向の省スペース化に
は限界がある。
【０００６】
　一方、上記文献開示技術は、モータ全体の長さ方向の省スペース化を目的として、フラ
ンジ部を除くケースの外側でレゾルバを固定するというものであるが、径方向の省スペー
ス化を図ることはできない。
【０００７】
　そこで本発明が解決しようとする課題は、かかる従来技術の問題点をなくし、レゾルバ
等の検出器をモータ等相手側機器に取り付ける場合に、径方向の取付スペースを削減し省
スペース化することのできる、検出器の取付用構造、検出器の取付構造、検出器およびレ
ゾルバを提供することである。換言すれば、外径が検出器の外径以下であるような相手側
機器に対しても取り付けることの可能な、検出器の取付用構造、検出器の取付構造、検出
器およびレゾルバを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願発明者は上記課題について検討した結果、レゾルバ検出器のケースの内側すなわち
内径側に取付用の構造を設け、一方相手側機器にもこれに対応する構造を設けることによ
って課題を解決できることを見出し、これに基づいて本発明を完成するに至った。すなわ
ち、上記課題を解決するための手段として本願で特許請求される発明、もしくは少なくと
も開示される発明は、以下の通りである。
【０００９】
　〔１〕　検出器を取付対象機器に取り付けるための取付用構造であって、該検出器の内
側に設けられており、該検出器の外径から突出していないことを特徴とする、検出器の取
付用構造。
　〔２〕　前記検出器の一端面に設けられた孔状構造であることを特徴とする、〔１〕に
記載の検出器の取付用構造。
　〔３〕　前記検出器がレゾルバであることを特徴とする、〔１〕または〔２〕に記載の
取付用構造。
【００１０】
　〔４〕　検出器が取付対象機器に取り付けられるための取付構造であって、〔１〕ない
し〔３〕のいずれかに記載の検出器の取付用構造と、該取付対象機器に設けられた該検出
器の取付用構造に適合する形態の対象機器側取付用構造とからなることを特徴とする、検
出器の取付構造。
　〔５〕　〔１〕ないし〔３〕のいずれかに記載の取付用構造が設けられた検出器。
　〔６〕　〔１〕ないし〔３〕いずれかに記載の取付用構造が設けられたレゾルバ。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の検出器の取付用構造、検出器の取付構造、検出器およびレゾルバは上述のよう
に構成されるため、これによれば、レゾルバ等の検出器をモータ等相手側機器に取り付け
る場合に、径方向の取付スペースを削減して省スペース化することができる。つまり本発
明によれば、外径が検出器の外径以下であるような相手側機器に対しても、検出器を取り
付けることが可能となる。
【００１２】
　すなわち本発明によれば、レゾルバ等を取り付ける相手側の外径寸法はレゾルバ等の外
径寸法以下にすることができるため、省スペース化が可能となるものであり、機器の小型
化の要求にもより対応しやすくなる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の検出器の取付用構造および取付構造の基本構成を示す断面視の説明図で
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ある。
【図２】本発明の取付用構造を備えたレゾルバの構成を例示す半断面図（上段）および端
面図（下段）である。
【図３】図２に示すレゾルバの取付方法を示す部分的な断面図である。
【図４】従来のレゾルバの構造を示す半断面図である。
【図５】従来のレゾルバの取付方法を示す部分的な断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面により本発明を詳細に説明する。
　図１は、本発明の検出器の取付用構造および取付構造の基本構成を示す断面視の説明図
である。図示するように本発明の検出器の取付用構造５は、検出器１を取付対象機器（相
手側機器）９に取り付けるための構造であって、検出器１の内側に設けられており、検出
器１の外径から突出していないことを、基本的な構成とする。なお本取付用構造５は、具
体的には、検出器１の一端面に設けられた孔状構造とすることができる。もちろんこれに
本発明が限定されるものではないが、孔状構造は簡素かつ製造容易であり、十分な構成で
ある。
【００１５】
　また、図示するように、取付対象機器９には検出器の取付用構造５に適合する形態の対
象機器側取付用構造８が設けられたものとする。図では、本対象機器側取付用構造８は、
検出器１を取付対象機器９に当接させた場合に検出器の取付用構造５と対向する位置に設
けられ、かつ同径の孔状構造である。もちろんこれに本発明が限定されるものではないが
、孔状構造は簡素かつ製造容易であり、十分な構成である。
【００１６】
　図示するように、双方とも孔状構造をとる検出器１側の取付用構造５と取付対象機器９
側の取付用構造８との間における取付は、検出器１側の取付用構造５を通して対象機器９
側の取付用構造８に嵌め込まれるネジ（図示せず）等を用いた固定によって容易に行うも
のとすることができる。
【００１７】
　さて、このように本検出器側の取付用構造５は、検出器１の外径から突出しないよう内
部に設けられており、取付対象機器９における対応部位であるところの対象機器側取付用
構造８も、当然ながら検出器１の外径から突出しない位置に設けられる。
【００１８】
　すなわち、検出器の取付用構造５と対象機器側取付用構造８とによって構成される検出
器の取付構造１０は、検出器１の外径から突出せず、その内側に納まる。したがって取付
対象機器９は、検出器１の外径より大きい外径を備えるものとする必要がない。
【００１９】
　つまり、本発明の検出器の取付構造１０を備えた検出器（１）－取付対象機器（９）で
は、取付対象機器９として、検出器１外径以下の外径を備えたものを用いることができ、
径方向における省スペース化が実現される。
【００２０】
　図２は、本発明の取付用構造を備えたレゾルバの構成例を示す半断面図（上段）および
端面図（下段）である。また、
図３は、図２に示すレゾルバの取付方法を示す部分的な断面図である。これらに図示する
ように本例では、検出器２１の取り付け側端部に設けられた３箇所の開口状の取付用構造
２５と、取付対象機器２９側の端部に穿設された３箇所の取付用構造２８とがそれぞれ対
向、当接せしめられて、それぞれネジ２０によって固定される。
【００２１】
　このようにして形成される取付構造は検出器２１の外径から突出することがない。した
がって図のように、取付対象機器２９としては検出器２１の外径以下の外径を有するもの
を用いることができ、径方向の省スペース化が可能となる。
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【００２２】
　なお、以上説明した検出器側の取付用構造が設けられた、レゾルバ等の検出器自体や、
取付対象機器側の取付用構造が設けられた、モータ等の取付対象機器自体もまた、本発明
の範囲内である。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本発明の検出器の取付用構造、検出器の取付構造、検出器およびレゾルバによれば、径
方向の省スペース化を実現することができ、外径が検出器の外径以下であるような相手側
機器に対しても、検出器を取り付けることが可能となり、機器の小型化の要求にもより対
応しやすくなる。したがって、センサ分野および関連する全分野において、産業上利用性
が高い発明である。
【符号の説明】
【００２４】
１、２１…検出器
３、２３…ケース
４、２４…軸
５、２５…検出器の取付用構造
６…取付対象機器のケース
７…取付対象機器の軸
８、２８…対象機器側取付用構造
９、２９…取付対象機器
１０…検出器の取付構造
２０…ネジ
４１…従来のレゾルバ
４３…ケース
４４…軸
４５…溝部
４７…押さえ板
４８…ネジ穴
４９…モータ等相手側機器
４０…ネジ
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【図３】
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